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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入部を有し、この挿入部から挿入されたメディアに記録されている情報を読み出す情
報読取装置において、
　操作手段と、
　前記挿入部から挿入された前記メディアを外部に排出するためのエジェクト手段と、
　前記操作手段のエジェクト操作に応答して前記エジェクト手段を作動させる機能の他、
少なくとも前記操作手段の操作に応答して前記メディアの記録情報の読み出しを制御する
機能およびダイアグノーシス機能を有した制御手段と、を備え、
　前記ダイアグノーシス機能が選択されたとき、前記操作手段により特定の排出禁止操作
が可能で、
　前記制御手段は、前記排出禁止操作がなされたとき、前記操作手段を前記エジェクト操
作できない状態とし、または、前記操作手段の前記エジェクト操作にもかかわらず前記エ
ジェクト手段を作動させないようにする以外、他の機能は実行可能とすることを特徴とす
る情報読取装置。
【請求項２】
　請求項１記載の情報読取装置において、
　更に、表示画面と、
前記エジェクト操作のための操作手段として前記表示画面上に設けられたタッチパネルと
、を備え、
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　前記制御手段は、前記エジェクト操作のためのタッチ部の表示時に当該タッチ部が操作
されたとき、前記タッチパネルのタッチ位置検出機能により前記タッチ部の操作を検出し
て前記エジェクト手段を作動させ、前記所定の排出禁止操作がなされたときには、前記タ
ッチ部の操作を検出しても前記エジェクト手段を作動させず、または、前記表示画面への
前記タッチ部の表示を消去して前記エジェクト操作できない状態にすることを特徴とする
情報読取装置。
【請求項３】
　請求項１記載の情報読取装置において、
　更に、表示画面と、
　前記エジェクト操作のための操作手段として、前記表示画面にエジェクト操作位置表示
部および入力位置表示用ポインタを表示すると共に、遠隔操作により前記入力位置表示用
ポインタを前記エジェクト操作位置表示部に移動させて入力操作を行うための遠隔操作手
段と、を備え、
　前記制御手段は、前記表示画面に表示された前記エジェクト操作位置表示部に前記入力
位置表示用ポインタを合せた状態で前記遠隔操作手段から入力があったことを検出したと
き、前記エジェクト手段を作動させ、前記所定の排出禁止操作がなされたときには、前記
遠隔操作手段から前記入力があったことを検出しても前記エジェクト手段を作動させず、
または、前記表示画面への前記エジェクト操作位置表示部および／または前記入力位置表
示用ポインタの表示を消去して前記遠隔操作手段による前記エジェクト操作ができない状
態にすることを特徴とする情報読取装置。
【請求項４】
　前記エジェクト操作するための前記操作手段を覆って操作できないようにするための覆
い手段を備え、
　前記制御手段は、前記操作手段により前記所定の排出禁止操作がなされたとき、前記覆
い手段により前記エジェクト操作するための前記操作手段を覆ったままとすることによっ
て、前記操作手段を前記エジェクト操作できない状態とすることを特徴とする請求項１記
載の情報読取装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＣＤやＤＶＤなどのメディアに記録されている情報を読み取る情報読取装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近のカーナビゲーション装置は、ＣＤ／ＤＶＤプレーヤなどのオーディオ．ビデオ機
器と一体となっているタイプのものが多くなってきている。このオーディオ．ビデオ一体
型カーナビゲーション装置では、ＤＶＤ－ＲＯＭから読み出した道路地図データを表示画
面に表示しながら音楽用ＣＤを再生したり、或いは、駐車時には、表示画面にビデオ用Ｄ
ＶＤの映像を写して楽しんだりすることができる。
【０００３】
　上記のＣＤ／ＤＶＤプレーヤや地図データ読み取り用のＤＶＤ－ＲＯＭドライブには、
それぞれエジェクト機構が設けられており、エジェクトキーを操作すると、中に入ってい
る音楽用のＣＤやビデオ用のＤＶＤ、或いは地図データ用のＤＶＤ－ＲＯＭが排出される
ようになっている。これにより、音楽用ＣＤやビデオ用ＤＶＤを容易に交換でき、また、
新版の地図データ用ＤＶＤ－ＲＯＭが発売された場合、販売店に頼らずとも、ユーザが自
身で旧版のＤＶＤ－ＲＯＭと容易に交換できるようにしている。
【０００４】
　このオーディオ・ビデオ一体型カーナビゲーション装置は、ユーザによる操作性や表示
画面の見易さなどを考慮して、自動車のセンターコンソールに設置される。反面、誰でも
が触れやすい位置にあるため、子供がいたずらして押釦スイッチなどを操作することも考
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えられ、いたずらによって装置が誤作動したり、損傷したりする恐れがある。これに対処
するために、従来では、チャイルドロック操作をすると、全ての操作を無効とするように
構成したり、一部の操作を除き、操作されてもその操作を無効にするように構成したりす
ることが考えられている（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開２０００－１７９２０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述のようにカーナビゲーション装置は、自動車に設置する場合、ユーザにとって操作
し易い場所に配設され、しかも、音楽用ＣＤやビデオ用ＤＶＤ、或いは地図データ用ＤＶ
Ｄ－ＲＯＭなどは、エジェクト操作すると、簡単に取り出せるようになっている。このた
め、自動車の販売店で新型車を展示する場合、カーナビゲーション装置から音楽用ＣＤや
ビデオ用ＤＶＤ、或いは地図データ用ＤＶＤ－ＲＯＭを外して展示し、それらが盗難など
にあわないようにしている。
【０００６】
　しかしながら、音楽用ＣＤやビデオ用ＤＶＤ、或いは地図データ用ＤＶＤ－ＲＯＭを外
していたのでは、オーディオ・ビデオ一体型カーナビゲーション装置の機能を実演により
紹介することができない。この場合に、上記特許文献１に記載されているようにチャイル
ドロック操作を行って一部の操作を除き、操作されてもその操作を無効にする構成を採用
すればよいが、これとても、客に十分な操作をして貰うことができないため、購買意欲を
そいでしまうという問題があった。
【０００７】
　本発明は上記の事情に鑑みてなされたもので、その目的は、所定の操作を行うことによ
り、他の機能を損なわずに、メディアの排出だけがなされないようにすることができる情
報読取装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明は、挿入部を有し、この挿入部から挿入されたメデ
ィアに記録されている情報を読み出す情報読取装置において、操作手段と、前記挿入部か
ら挿入された前記メディアを外部に排出するためのエジェクト手段と、前記操作手段のエ
ジェクト操作に応答して前記エジェクト手段を作動させる機能の他、少なくとも前記操作
手段の操作に応答して前記メディアの記録情報の読み出しを制御する機能およびダイアグ
ノーシス機能を有した制御手段と、を備え、前記ダイアグノーシス機能が選択されたとき
、前記操作手段により特定の排出禁止操作が可能で、前記制御手段は、前記排出禁止操作
がなされたとき、前記操作手段を前記エジェクト操作できない状態とし、または、前記操
作手段の前記エジェクト操作にもかかわらず前記エジェクト手段を作動させないようにす
る以外、他の機能は実行可能とすることを特徴とするものである。
【０００９】
　この構成によれば、所定の排出禁止操作を行うことによって、エジェクト手段を作動さ
せないようにすることができるので、装置の機能はそのままにしてメディアの排出だけが
行われないようにすることができる。
【００１０】
　この場合、更に、表示画面と、前記エジェクト操作のための操作手段として前記表示画
面上に設けられたタッチパネルと、を備え、前記制御手段は、前記エジェクト操作のため
のタッチ部の表示時に当該タッチ部が操作されたとき、前記タッチパネルのタッチ位置検
出機能により前記タッチ部の操作を検出して前記エジェクト手段を作動させ、前記所定の
排出禁止操作がなされたときには、前記タッチ部の操作を検出しても前記エジェクト手段
を作動させず、または、前記表示画面への前記タッチ部の表示を消去して前記エジェクト
操作できない状態にする構成としても良い。
【００１１】
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　また、更に、表示画面と、前記エジェクト操作のための操作手段として、前記表示画面
にエジェクト操作位置表示部および入力位置表示用ポインタを表示すると共に、遠隔操作
により前記入力位置表示用ポインタを前記エジェクト操作位置表示部に移動させて入力操
作を行うための遠隔操作手段と、を備え、前記制御手段は、前記表示画面に表示された前
記エジェクト操作位置表示部に前記入力位置表示用ポインタを合せた状態で前記遠隔操作
手段から入力があったことを検出したとき、前記エジェクト手段を作動させ、前記所定の
排出禁止操作がなされたときには、前記遠隔操作手段から前記入力があったことを検出し
ても前記エジェクト手段を作動させず、または、前記表示画面への前記エジェクト操作位
置表示部および／または前記入力位置表示用ポインタの表示を消去して前記遠隔操作手段
による前記エジェクト操作ができない状態にする構成としても良い。
【００１２】
　また、前記エジェクト操作するための前記操作手段を覆って操作できないようにするた
めの覆い手段を備え、前記制御手段は、前記操作手段により前記所定の排出禁止操作がな
されたとき、前記覆い手段により前記エジェクト操作するための前記操作手段を覆ったま
まとすることによって、前記操作手段を前記エジェクト操作できない状態とする構成とし
ても良い。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明の一実施例をオーディオ・ビデオ一体型のカーナビゲーション装置に適用
して図面を参照しながら説明する。図１および図２には、オーディオ・ビデオ一体型カー
ナビゲーション装置１が示されている。このカーナビゲーション装置１は、本体２の前面
部に表示装置３の表示パネル（表示画面）４を配設すると共に、上部にエンターテイメン
トプレーヤ５およびＤＶＤデッキ６を上下２段に配設して構成されている。表示パネル４
は、後に詳述するように、前後方向に移動可能で且つ起伏可能となっており、起立した状
態では、エンターテイメントプレーヤ５およびＤＶＤデッキ６のうち、下段のＤＶＤデッ
キ６を覆い隠す。
【００１４】
　エンターテイメントプレーヤ５およびＤＶＤデッキ６は、情報読取装置として機能する
。即ち、図４の電気的構成を示すブロック図のように、エンターテイメントプレーヤ５は
、ＣＤ／ＤＶＤプレーヤ７を主体として構成され、音楽用ＣＤやビデオ用ＤＶＤに記録さ
れたオーディオ情報やオーディオ・ビデオ情報を読み取る。ＤＶＤデッキ６は、地図デー
タ入力器であり、地図データ用ＤＶＤ－ＲＯＭから地図データを読み取るＤＶＤ－ＲＯＭ
ドライブ８を主体として構成されている。
【００１５】
　エンターテイメントプレーヤ５およびＤＶＤデッキ６の前面には、それぞれ挿入部とし
ての挿入口９および１０が形成され、音楽用ＣＤやビデオ用ＤＶＤ、或いは地図データ用
ＤＶＤ－ＲＯＭは、この挿入口９および１０を通じて出し入れされる。また、エンターテ
イメントプレーヤ５およびＤＶＤデッキ６の内部には、それぞれ図４に示すように、モー
タなどを駆動源とするエジェクト機構（エジェクト手段）１１および１２が設けられてい
る。そして、エジェクト操作がなされると、音楽用ＣＤやビデオ用ＤＶＤ、或いは地図デ
ータ用ＤＶＤ－ＲＯＭは、これらエジェクト機構１１および１２によってそれぞれ挿入口
９および１０から外部に排出されるようになっている。
【００１６】
　カーナビゲーション装置１の本体２内の底部には、可動シャーシ１３がスライド可能に
設けられており、この可動シャーシ１３は、図４に示すリニアモータ１４によって前後方
向に移動される。可動シャーシ１３の前端部には、前記表示パネル４がその下端部を中心
にして上下方向に回動可能に配設されている。この表示パネル４は、例えばカラー液晶か
らなるもので、その表面には、図４に示すタッチパネル１５が設けられている。
【００１７】
　可動シャーシ１３には、モータを駆動源とする傾動機構（覆い解除手段）１６が設けら
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れている。そして、表示パネル４は、この傾動機構１６により、可動シャーシ１３のスラ
イド動作に伴って上下方向に回動されて起伏動作する。即ち、可動シャーシ１３が後退し
た位置にあるとき、表示パネル４は、図１に示すように、本体２の前面の開口部１７内に
起立した状態で収容され、当該開口部１７を塞いでいる。そして、可動シャーシ１３が前
進移動すると、この前進移動に連動して表示パネル４が傾動機構１６によって後方に倒れ
るように回動され、図２に示すように可動シャーシ１３上に伏した状態となる。逆に、可
動シャーシ１３が後退移動すると、この後退移動に連動して表示パネル４が傾動機構１６
によって起き上がるように回動され、最終的に図１に示すように起立状態となって本体２
の前面の開口部１７を塞ぐ。
【００１８】
　前記エンターテイメントプレーヤ５およびＤＶＤデッキ６の前面は、段違いとなってお
り、上側のエンターテイメントプレーヤ５の前面は、本体２の前面と面一になっている。
下側のＤＶＤデッキ６の前面は、本体２の前面より表示パネル４の厚さ相当分だけ奥まっ
ていて、表示パネル４が本体２の前面の開口部１７内に起立した状態で収容されると、こ
の表示パネル４によって隠されるのである。従って、地図データ用ＤＶＤ－ＲＯＭを出し
入れするＤＶＤデッキ６の挿入口１０は、常には、起立状態にある表示パネル４によって
覆い隠されている。
【００１９】
　カーナビゲーション装置１の電気的構成を示す図１において、制御手段としての制御装
置１８には、前記エンターテイメントプレーヤ５のＣＤ／ＤＶＤプレーヤ７およびエジェ
クト機構１１、ＤＶＤデッキ６のＤＶＤ－ＲＯＭドライブ８およびエジェクト機構１２、
表示装置３の表示パネル４、リニアモータ１４、タッチパネル１５および傾動機構１６が
接続されていると共に、位置検出部１９、音声出力部２０、押釦スイッチ群２１、リモコ
ン２２からの信号を検出するリモコンセンサ２３、ＡＭチューナ２４、ＦＭチューナ２５
、センサ群２６などが接続されている。
【００２０】
　制御装置１８は、マイクロコンピュータを主体として構成されたもので、図示はしない
がＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、Ｉ／Ｏインターフェースなどを備えている。これらのうち、
ＲＯＭには、ナビゲーション用、自己診断（ダイアグノーシス）用、入力源（ＣＤ／ＤＶ
Ｄプレーヤ７、ＤＶＤ－ＲＯＭドライブ８、位置検出部１９、ＡＭチューナ２４、ＦＭチ
ューナ２５）を切替えて表示パネル４や音声出力部２０から出力するための入力切替用プ
ログラムなどの各種のプログラムが記憶されている。
【００２１】
　位置検出部１９は、ＧＰＳ受信機、ジャイロスコープ、距離センサ（いずれも図示せず
）などを備え、現在位置を検出する。音声出力部２０は、スピーカなどからなり、音楽用
ＣＤやビデオ用ＤＶＤから再生された音楽や音声、ＡＭチューナ２４およびＦＭチューナ
２５により受信したラジオ放送、経路案内のための合成音声などを出力する。押釦スイッ
チ群２１は、本体２の前面に、開口部１７の左右両側に位置して設けられた各種の押釦ス
イッチからなる。この押釦スイッチ群２１は、タッチパネル１５やリモコン２２と共に操
作手段を構成する。センサ群２６は、カーナビゲーション装置１の各部に配設された各種
のセンサからなる。制御装置１８は、センサ群２６からの入力信号によってカーナビゲー
ション装置１の各部の故障を診断する機能、つまり自己診断機能（ダイアグノーシス機能
）を有している。
【００２２】
　本実施例では、エンターテイメントプレーヤ５やＤＶＤデッキ６に挿入された音楽用Ｃ
Ｄやビデオ用ＤＶＤ、或いは地図データ用ＤＶＤ－ＲＯＭなどの盗難防止のために、排出
禁止の操作を行うと、エジェクト操作を行っても音楽用ＣＤやビデオ用ＤＶＤ、或いは地
図データ用ＤＶＤ－ＲＯＭが排出されず、或いはエジェクト操作そのものができないよう
になる。以下に説明する。
【００２３】
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　まず、エンターテイメントプレーヤ５については、押釦スイッチ群２１のうち、所定の
押釦スイッチ２１ａがエジェクト操作用となっており、この押釦スイッチ２１ａを操作す
ると、通常の場合には、エンターテイメントプレーヤ５のエジェクト機構１１が作動して
音楽用ＣＤやビデオ用ＤＶＤを排出する。また、ＤＶＤデッキ６については、挿入口１０
からＤＶＤ－ＲＯＭを挿入すると、図３（ａ）に示すように、表示パネル４の片隅に「Ｅ
ｊｅｃｔ」のアルファベット文字が表示される。そして、この「Ｅｊｅｃｔ」表示部分(
タッチ部)をタッチ操作すると、タッチパネル１５がその部分へのタッチ操作を検出して
ＤＶＤデッキ６のエジェクト機構１２を作動させるようになっている。
【００２４】
　これに対し、排出禁止操作を行うと、押釦スイッチ２１ａを操作しても、エンターテイ
メントプレーヤ５のエジェクト機構１１は作動しない。また、表示パネル４に表示されて
いた「Ｅｊｅｃｔ」の文字が消去される。このため、ＤＶＤデッキ６についてはエジェク
ト操作すらできない状態になされる。このことについて、図５および図６のフローチャー
トに基づいて説明する。
【００２５】
　図５のフローチャートは、排出禁止操作を行ってエジェクト無効の設定をし、およびそ
の無効設定の解除を行う場合の制御装置１８の制御内容を示し、図６のフローチャートは
、エジェクト操作があった場合の制御装置１８の制御内容を示すものである。
　カーナビゲーション装置１の電源が投入されると、制御装置１８は、図５のルーチンに
入り、表示パネル４に初期画面としてメニュー画面を表示する（ステップＳ１）。このメ
ニュー画面は、ナビゲーション機能、エンターテイメント機能、ラジオ放送受信機能、ダ
イアグノーシス機能などのうち、どの機能を有効化させるかをユーザに選択させるための
ものである。本実施例の場合、ダイアグノーシス機能の中にエジェクト無効設定・無効解
除機能が含まれている。これにより、メニュー画面からでは、エジェクト無効設定・無効
解除機能の存在が分からないようにしている。
【００２６】
　メニュー画面において、ユーザが所望の機能の表示部分をタッチ操作すると（ステップ
Ｓ２で「ＹＥＳ」）、タッチパネル１５からのタッチ位置検出信号により、制御装置１８
は、選択された機能を検出し、これがダイアグノーシス機能以外であった場合、当該選択
された機能を実行する（ステップＳ３で「ＮＯ」、ステップＳ１４）。つまり、ナビゲー
ション機能が選択されると、制御装置１８は、位置検出部１９により検出された現在位置
を入力し、ＤＶＤデッキ６が地図データ用ＤＶＤ－ＲＯＭから読み取った現在位置周辺の
地図データを取得して表示パネル４に道路地図として表示する。エンターテイメント機能
が選択されると、制御装置１８は、エンターテイメントプレーヤ５が音楽用ＣＤやビデオ
用ＤＶＤから読み取ったオーディオ情報やビデオ情報を音声出力部２０や表示パネル４に
出力する。ラジオ放送受信機能が選択された場合には、制御装置１８は、ラジオ放送局名
を表示パネル４に表示し、この表示画面で選択されたラジオ放送局の放送番組を音声出力
部２０から出力する。
【００２７】
　さて、メニュー画面において選択された機能がダイアグノーシス機能であった場合には
、制御装置１８は、表示パネル４にエジェクト機能の無効設定・無効解除機能と本来のダ
イアグノーシス機能のいずれかを選択するための画面を表示する（ステップＳ３で「ＹＥ
Ｓ」、ステップＳ４）。この画面でダイアグノーシス機能が選択されると、制御装置１８
は、センサ群２６からの出力信号を取得して車両の各部の故障の有無を診断し、その結果
を表示パネル４に表示する（ステップＳ５で「ＮＯ」、ステップＳ１３）。
【００２８】
　エジェクト機能の無効設定・無効解除機能が選択されると、制御装置１８は、表示パネ
ル４にテンキーを表示する（ステップＳ５で「ＹＥＳ」、ステップＳ６）。このテンキー
から予め設定された暗証番号を入力(暗号入力操作)すると（ステップＳ７）、制御装置１
８は、エジェクト無効および無効解除のうちのいずれかを選択する画面を表示する（ステ



(7) JP 4367389 B2 2009.11.18

10

20

30

40

50

ップＳ８）。この選択画面でエジェクト無効が選択される（所定の排出禁止操作）と、制
御装置１８は、「エジェクト無効」を記憶手段としてのＲＡＭに記憶し（ステップＳ９で
「エジェクト無効」、ステップＳ１０）、表示パネル４に表示されている「Ｅｊｅｃｔ」
の文字を消去する（タッチ部の表示の消去；ステップＳ１１）。また、エジェクト無効解
除が選択された場合には、制御装置１８は、ＲＡＭに記憶されている「エジェクト無効」
を消去し（ステップＳ１２）、表示パネル４に「Ｅｊｅｃｔ」の文字を再表示する（ステ
ップＳ１３）。
【００２９】
　以上のようにして各機能を実行した後、制御装置１８は、メニュー画面への戻り操作が
あったか否かを判断し、戻り操作があった場合（ステップＳ１５で「ＹＥＳ」）には、前
記ステップＳ１に戻り、表示パネル４にメニュー画面を表示する。戻り操作がなかった場
合には、制御装置１８は、リターンとなって表示パネル４に現在位置周辺の地図を表示し
たり、表示パネル４にビデオ用ＤＶＤの再生画像を表示したり、音声出力部２０から音楽
用ＣＤの再生音やラジオ放送局の放送番組を出力したりする。
　なお、音楽用ＣＤ、ラジオ放送局を選択した場合には、その選択後は、表示パネル４に
は道路地図が表示される。また、表示パネル４には、常に「戻り」の文字が表示されてい
て、この「戻り」部分をタッチ操作すると、表示装置１８は、表示パネル４に初期画面で
あるメニュー画面を表示して所望のメニューが選択できるようにする。
【００３０】
　次に、音楽用ＣＤやビデオ用ＤＶＤ、或は地図データ用ＤＶＤ－ＲＯＮを排出するため
のエジェクト操作がなされた場合の制御装置１８の制御内容を図６を参照しながら説明す
る。なお、制御装置１８は、この図６のルーチンを所定の時間間隔で繰り返し実行するよ
うになっている。図６のルーチンに入ると、まず制御装置１８は、ＲＡＭに「エジェクト
無効」が記憶されているか否かを判断する（ステップＡ１）。
【００３１】
　ＲＡＭに「エジェクト無効」が記憶されていなかった場合、制御装置１８は、ステップ
Ａ１で「ＮＯ」と判断し、次いで、エジェクト操作があったか否か（ステップＡ２）、江
塾と操作があった場合、そのエジェクト操作の対象機器はエンターテイメントプレーヤ５
およびＤＶＤデッキ６のうちのどちらか（ステップＡ３）、を判断する。ユーザが押釦ス
イッチ２１ａを操作したのであったならば、制御装置１８は、エンターテイメントプレー
ヤ５を対象とするエジェクト操作があったと判断し（ステップＡ２で「ＹＥＳ」、ステッ
プＡ３で「エンターテイメントプレーヤ」）、エンターテイメントプレーヤ５のエジェク
ト機構１１を作動させて音楽用ＣＤまたはビデオ用ＤＶＤを挿入口９から排出する（ステ
ップＡ４）。
【００３２】
　ユーザが表示パネル４に表示されている「Ｅｊｅｃｔ」をタッチ操作したのであれば、
制御装置１８は、ＤＶＤデッキ６を対象とするエジェクト操作があったと判断し（ステッ
プＡ２で「ＹＥＳ」、ステップＡ３で「ＤＶＤデッキ」）、リニアモータ１４および傾動
機構１６を作動させて表示パネル４が前進しつつ可動シャーシ１３上に倒れた状態となる
ようにする（ステップＡ５）。次いで制御装置１８は、ＤＶＤデッキ６のエジェクト機構
１２を作動させて地図データ用ＤＶＤ－ＲＯＭを挿入口１０から排出する（ステップＡ６
）。そして、ＤＶＤ－ＲＯＭがユーザによって取り去られると、制御装置１８は、リニア
モータ１４および傾動機構１６を作動させて表示パネル４が後退しつつ起き上がるように
して、元の状態に戻す（ステップＡ７）。
【００３３】
　一方、ＲＡＭに「エジェクト無効」が記憶されていた場合、制御装置１８は、ステップ
Ａ１で「ＹＥＳ」と判断し、次いで、操作スイッチ２１ａが操作（エジェクト操作）され
たか否かを判断する（ステップＡ２）。操作スイッチ２１ａが操作されていた場合（ステ
ップＡ２で「ＹＥＳ」）、制御装置１８は、その操作スイッチ２１ａの操作にもかかわら
ず、エンターテイメントプレーヤ５のエジェクト機構１１を作動させることなく（操作無
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効）、図６のルーチンを終了する。もちろん、エジェクト無効が設定されている場合には
、「Ｅｊｅｃｔ」のタッチ部の表示が表示パネル４から消去されているので、ＤＶＤデッ
キ６については、そのエジェクト操作すら行うことはできない。
【００３４】
　このように本実施例によれば、エジェクト無効に設定しておけば、エンターテイメント
プレーヤ５については、エジェクト操作しても、そのエジェクト機構１１は作動されず（
エジェクト操作の無効）、音楽用ＣＤやビデオ用ＤＶＤは排出されないし、また、ＤＶＤ
デッキ６については、「Ｅｊｅｃｔ」の文字が表示パネル４から消去されてエジェクト操
作すらできないようになる。このため、販売店などで自動車を展示しておくような場合に
、エンターテイメントプレーヤ５に音楽用ＣＤやビデオ用ＤＶＤを挿入し、およびＤＶＤ
デッキ６に地図データ用ＤＶＤ－ＲＯＭを挿入した状態にしておいても、その後に、エジ
ェクト無効の設定操作を行うことによって、それら音楽用ＣＤやビデオ用ＤＶＤ、地図デ
ータ用ＤＶＤ－ＲＯＭの盗難を防止することができる。
【００３５】
　このエジェクト無効の設定は、ＲＡＭに記憶され、エジェクト無効解除の操作が行われ
ない限り、音楽用ＣＤやビデオ用ＤＶＤ、地図データ用ＤＶＤ－ＲＯＭの排出が行われな
いので、逐一エジェクト無効の設定操作を行わずとも済む。なお、制御装置１８のＲＡＭ
は、カーナビゲーション装置１の電源がオフされてもその記憶保持のための動作電源を自
動車のバッテリから取得するので、エジェクト無効の記憶が自然に消去されてしまうこと
はない。
【００３６】
　なお、本発明は上記し且つ図面に示す実施例に限定されるものではなく、以下のような
変更或いは拡張が可能である。
　エジェクト無効に設定された場合、ＤＶＤデッキ６については、タッチ部である表示パ
ネル４の「Ｅｊｅｃｔ」の表示はそのまま残し、「Ｅｊｅｃｔ」部分が操作されても、制
御装置１８がエジェクト機構１２を作動させないようにする構成としても良い。この場合
、表示パネル４には、「Ｅｊｅｃｔ」部分を操作してもエジェクトされない旨を、例えば
「Ｅｊｅｃｔ」部分をトーンダウンして表示することが好ましい。
【００３７】
　また、エジェクト操作のための操作手段としては、遠隔操作手段としての例えばジョグ
ダイヤル（登録商標）によって行うようにしても良い。例えば、表示パネル４に、エジェ
クト機構１１用とエジェクト機構１２用の２つのエジェクト操作位置表示部（例えば「エ
ンター用Ｅｊｅｃｔ」、「地図用Ｅｊｅｃｔ」の表示）および入力位置表示用ポインタ（
例えば矢印）を表示する。そして、ジョグダイヤルのダイヤルを回転操作して入力位置表
示用ポインタをいずれかのエジェクト操作位置表示部に合わせ、この状態でジョグダイヤ
ルを押圧操作（入力操作）する。すると、制御装置１８が、いずれか一方のエジェクト操
作位置表示部に入力位置表示用ポインタを合せた状態でジョグダイヤルから入力があった
ことを検出（入力位置検出手段、入力検出手段）し、エジェクト機構１１または１２を作
動させる。所定の排出禁止操作がなされたときには、制御装置１８は、２つのエジェクト
操作位置表示部および入力位置表示用ポインタを消去する。この場合、２つのエジェクト
操作位置表示部だけを消去しても良いし、入力位置表示用ポインタだけを消去するように
しても良い。また、２つのエジェクト操作位置表示部および入力位置表示用ポインタは表
示されたままとし、ジョグダイヤルによりいずれかのエジェクト操作位置表示部に入力位
置表示用ポインタを合わせた状態で入力操作されても、エジェクト機構１１，１２を作動
させないようにすることもできる。なお、ジョグダイヤルでエジェクト操作する対象機器
としては、エンターテイメントプレーヤ５、ＤＶＤデッキ６のいずれか一方だけであって
も良い。
【００３８】
　エジェクト操作は、リモコン２２により行うようにしても良い。
　「エジェクト無効」と記憶する記憶手段としては、制御装置１８のＲＡＭに限られず、
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　ＤＶＤデッキ６のエジェクト操作も、押釦スイッチにより行うようにしても良い。この
場合、そのエジェクト操作用の押釦スイッチをＤＶＤデッキ６の前面に設け、表示パネル
４を伏した状態にした後、初めてそのエジェクト用の押釦スイッチを操作できるように構
成しても良い。このように構成した場合、エジェクト無効に設定されたとき、リニアモー
タ４および傾動機構１６を作動させないようにすることによって、エジェクト用押釦スイ
ッチが覆い手段としての表示パネル４によって覆われたままの状態として当該エジェクト
用押釦スイッチを操作できなくするものである。
【００３９】
　情報読取装置としては、ＣＤやＤＶＤに記憶された情報を読み取るものに装置に限られ
ず、メディアは情報を伝達する媒体（情報伝達媒体或いは情報記録媒体）をいい、フロッ
ピー（登録商標）ディスク、ＭＯディスク、磁気テープカートリッジなどであっても良く
、情報読取装置としては、それらフロッピーディスク、ＭＯディスク、磁気テープカート
リッジなどに記録された情報を読み取るものであっても良い。更には、メディアとしては
メモリスティックで、情報読取装置としてはこのメモリスティックに記録された情報を読
み取るものであっても良い。
【００４０】
　エジェクト機構１１，１２は、モータを駆動源とするものに限られない。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】本発明の一実施例を示すカーナビゲーション装置の斜視図
【図２】表示パネルを倒した状態で示すカーナビゲーション装置の斜視図
【図３】（ａ）はエジェクト無効解除のときの表示パネルの正面図、（ｂ）はエジェクト
無効設定のときの表示パネルの正面図
【図４】カーナビゲーション装置の電気的構成を示すブロック図
【図５】エジェクト無効設定および無効解除の制御内容を示すフローチャート
【図６】エジェクト操作があった場合の制御内容を示すフローチャート
【符号の説明】
【００４２】
　図中、１はカーナビゲーション装置、４は表示パネル（表示画面）、５はエンターテイ
メントプレーヤ（情報読取装置）、６はＤＶＤデッキ（情報読取装置）、９，１０は挿入
口（挿入部）、１１，１２はエジェクト機構（エジェクト手段）、１３は可動シャーシ、
１５はタッチパネル（操作手段）、１６は傾動機構、１８は制御装置（制御手段）、２１
ａは押釦スイッチ（操作手段）を示す。
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